
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
以
下
、
歴
博
）
の
総
合
展
示
第
四
展
示
室
（
民

俗
）
で
は
、
生
活
の
場
と
し
て
の
「
家
」
を
テ
ー
マ
に
、
宮
城
県
気
仙
沼
市

小こ

ご々

汐し
お

、
尾
形
家
の
再
現
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
小
々
汐
は
世
帯
数
五
〇

戸
ほ
ど
の
気
仙
沼
湾
に
面
し
た
漁
村
だ
っ
た
。
尾
形
家
は
地
域
の
総
本
家
と

し
て
近
世
は
肝き

も

煎い
り

、
明
治
期
に
は
村
長
も
輩
出
し
、
イ
ワ
シ
漁
の
網
元
や
ノ

リ
、
カ
キ
養
殖
な
ど
の
漁
業
を
統
括
し
て
き
た
。

　

尾
形
家
の
主
屋
は
築
二
〇
〇
年
に
お
よ
ぶ
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根
の
寄よ

せ

棟む
ね

造づ
く
り

の
民
家

で
、
歴
博
で
は
間
取
り
の
一
部
を
常
設
展
示
す
る
た
め
に
現
地
調
査
を
推
進

し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ
て
家

屋
は
全
壊
し
て
し
ま
う
。
震
災
後
、
歴
博
は
家
材
や
生
活
用
具
の
文
化
財
レ

ス
キ
ュ
ー
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、こ
の
再
現
展
示
で
は
、

ご
先
祖
を
祀
る
仏
壇
や
土
間
の
囲い

炉ろ

裏り

の
一
部
に
救
出
さ
れ
た
家
の
部
材
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尾
形
家
の
展
示
は
、
生
業
、
年
中
行
事
と
い
っ

た
多
様
な
生
活
の
場
を
再
現
す
る
と
い
う
当
初
の
目
的
に
、
震
災
の
記
憶
と

失
わ
れ
た
生
活
文
化
の
復
旧
へ
の
過
程
を
紹
介
す
る
と
い
う
課
題
が
加
わ
っ

た
。
再
現
さ
れ
た
尾
形
家
で
は
、
震
災
以
前
の
盆
と
正
月
の
行
事
に
関
わ
る

展
示
を
、毎
年
行
っ
て
い
る
。
夏
は
先
祖
を
迎
え
る
盆ぼ

ん

棚だ
な

を
設
え（
写
真
１
）、

正
月
に
は
土
間
に
ウ
ス
と
バ
ケ
ツ
、
オ
カ
ミ
（
仏
間
）
に
は
オ
ト
シ
ガ
ミ
や

オ
ミ
ダ
マ
を
展
示
し
、
門
松
に
あ
た
る
松
と
栗
の
枝
を
縁
側
の
柱
に
飾
り
つ

け
る
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
尾
形
家
の
生
業
、
食
文
化
を
少
し
詳
し
く
説
明
す
る
た

め
に
、
文
化
財
レ
ス
キ
ュ
ー
で
見
つ
か
っ
た
日
記
資
料
と
食
文
化
の
紹
介
を

行
う
こ
と
に
し
た
。こ
ち
ら
は
モ
バ
イ
ル
展
示
と
い
う
形
態
で
作
成
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
座
敷
部
分
の
閲
覧
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
土
間
の
一
隅
に

常
設
で
展
示
し
て
い
る
（
写
真
２
）。
モ
バ
イ
ル
展
示
は
、様
々
な
場
所
に
持

ち
運
び
、
展
示
紹
介
を
行
う
た
め
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
あ
る
。
尾
形
家
の
生
業
ユ

ニ
ッ
ト
の
一
つ
で
は
、
戦
前
の
尾
形
家
の
日
記
か
ら
、
イ
ワ
シ
網
の
漁
と
加

工
の
様
子
、
ノ
リ
養
殖
、
沿
岸
部
で
の
ア
サ
リ
掻
き
な
ど
、
海
で
の
生
業
に

関
す
る
日
記
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
公
開
し
た
。
も
う
一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト

で
は
、
気
仙
沼
で
の
漁
業
歴
を
示
し
つ
つ
、
沿
岸
部
で
取
れ
る
主
な
魚
介
類

を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
震
災
前
の
聞
き
取
り
で
は
す
で
に
失

わ
れ
て
い
た
行
事
や
生
業
も
存
在
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
震
災
経
験
や
そ
の
後
の
混

乱
の
記
憶
も
少
し
ず
つ
薄
ら
い
で
き
た
。
し
か
し
、
消
え
て
い
く
の
は
、
被

災
の
記
憶
だ
け
で
は
な
い
。
震
災
以
前
の
生
活
の
記
憶
や
思
い
出
も
、
色
褪

せ
て
い
く
よ
う
に
み
え
る
。
実

際
、
小
々
汐
で
は
、
か
つ
て
の

村
落
の
中
心
部
が
盛
り
土
さ
れ

て
道
路
が
走
り
、
以
前
の
面
影

は
み
ら
れ
な
い
。
尾
形
家
の
主

屋
は
再
建
の
目
処
も
立
た
な
い

ま
ま
で
あ
る
。
か
つ
て
の
地
域

で
の
暮
ら
し
の
記
憶
は
、復
旧
・

復
興
の
荒
波
の
な
か
で
、
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
と
き
、
地
域
社
会
の
人
々

が
何
を
選
び
、
何
を
生
活
の
基

軸
に
据
え
る
か
を
振
り
返
る
一

助
と
し
て
、
尾
形
家
の
展
示
も

さ
ら
に
展
開
し
て
い
け
る
よ
う

努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
部
准
教
授　

川
村
清
志
）

写真１　尾形家の盆棚の展示（夏期のみの展示）

写真２　尾形家展示の土間とモバ イル展示

国立歴史民俗博物館の愉悦⑱

尾形家再現展示と地域の
生業についてのモバイル展示
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